
思
ひ
や
り
心
も
心
不
ν
成
候
。
随
分
之
衆
た
で
と
も
ら
れ
候
故
、
城

戸
吉
江
示
資
〕

中
無
--閉
山
ひ
も
一
由
.
勿
論
左
様

ユ
可
ν
有
ν
之
と
令
ヘ
挺
候
。
織
部
父
子

〔古
田
江
信
長
)

三
人・
喜
四
郎
事
は
.
す
で
ニ

謙
信
仰
芳
志
御
眼
力
を
跡
A

け
が
さ

(
興
市
安
建
カ
)

十
候
間
.
此
度
之
義
不
ν

残
候
。
長
興
弐
も
謙
信
仰
介
抱
之
者
ニ
候

間
.
尤
其
恥
を
可
ν
思
候
。
若
林
・…
参
沼
事
ぺ
は
た
本
の
さ
ね
-
ご
候

問
、
是
非
無
己
申
事
一
候
。
石
口
事
何
も
応
弟
共
粂
而
及
ν
聞
と
云
、
此

度
旗
本
一
一
召
遺
候
上
ぺ
北
ハ
し
る
し
可
ν
有
ν
之
と
息
詰
候
。
安
部
背
中

天

正

十

年

加
賀
の
藤
丸
勝
俊
、

亀
田
長
乗
亦
城
中
に
在

b
o

【
石
母
閃
文
書
】

陸
前

一
七
ニ
五

其
表
敵
子
ν
今
長
陣
之
由、

多
・潜
心
輩
中
点
痛
入
候
。
各
心
中
之
程

し
も
の
L
如
し
。
叉
文
中
に
五
ケ
山
迭
に
来
れ
る
門
跡
と
い

ふ
は
、
本
願
寺
新
門
跡
敬
如
を
指
す
。
普
徳
寺
由
緒
時
記
に

と
の
年
三
月
下
旬
敬
如
が
モ
の
ム
寸
に
下
り
て
十
数
日
滞
在
し

た
る
と
と
を
い
へ
り
。
)

四
月
十
三
日
。
上
杉
景

勝
、
柴
田
勝
家
軍
に
包
闇
せ
ら

る
、
中
僚
景
泰
の
越
中
魚
津
誠
に
赴
援
す
べ
き
を
報
守
口

天
王
十
年
卯
月
十
三
日

戸
常
務
J

中
保
越
前
蹴

〔
投
資
】

寺
嶋
六
離
脱

(
日
明
品
部

ぜ

吉
一比
喜
四
郎
雌

尉
・石
動
山
城
者
・境
之
城
主
.
何
も
脂
越
候
。
能
州
裁
打
立
候
を

彼
飛
脚
見
届
候
問
、
可
ν
被
v
篤
-一
才
提
-
候
。
直
民
ハ
三
日
可
ν
篤
v
跡
候
。

(

松

倉

)

戸

魚

津

)

直
路
た
き
以
前
、
ま
つ
〈
ら
・共
地
重
而
指
越
人
数
と
A
u.

一
あ
て

が
ひ
肝
要

ニ
候
。
目
出
度
世
一
其
表
一可
ν
申
候
。
謹
言
。

七
一
七

.景エ
才手

勝

有
ま
じ
〈
候
。
勝
叉
信
州
口
仕
世
隙
明
候
問
、
此
節
令--
出
馬一

北
開

(居
間
カ
)

ヲ
戸
総
先
〕

弓
箭
之
可
ν
付
-
-
是
非
一
候
。
依
ν
之
d
R
K勢
一
能
州
朝
倉
・遊
佐
家
中・

〔
長
盛
・小
三
郎
x
nM
臨
)

F

繍
腕
ヵ
、
政酎
m

d

(

朝
宿
)

両
三
宅
・温
井
.
井
共
外
上
杉
五
郎
・疏
藤
下
野
守
・河
旧
軍
兵
待

事
一
候
。
山
本
寺
事
.
名
字
と
-
京
共
身
茄
き
と
云
、
代
々
弓
箭
之
家
一
一

候
問
、
此
時
交
而
是
非
と
可
ν
思
候
。

努
か
L
る
思
ひ
も
な
き
事
ハ

ハ
不
V
1A
z
汰
沙

品
展
。
一
勝
丸
事
ハ
於
=
賀
州
-
魔
者
-
一候
問
、
聞
記
叉
無
=

是
非
一
候
。
組
問
事
ハ
若
者
之
官
帯

エ
候
問
、
女
而
一
か
ど
可
v

稼
候
。

戸
竹
刊
は
)

三
河
守
.
先
年
之
一
飢
エ
も
知
一
一
一
一
候
キ
。
北
ハ
上
年
比
と
云
無
己
申

竹

村

源

股

間
淵
源
介
股

今
村
勝
二
郎
殴

四
月
八
日
。
上
杉
景
勝
、
越
中
善
徳
寺
に
、
柴
田
勝
家

(
天
正
十
年
}

卯

月

二

日

〔
前
回
)

叉

左
芯
小

家

在

判

【
中
川
竹
文
書
】

胤
芸
郡

一
七

遠
路
一音
信
之
儀
、
祝
着
之
至
候
。
如
z
蛍
口
紙
一
雨
麗
到
来
、
喜
悦
候
。
蛍

表
無
=
異
儀
一
候
。
可
-一心
安
一
候
。
共
方
用
心
巴
下
.
無
=由
断

-F被-「甲

付
-
候
。
恐
h
A

諒一言。
御

返

報

四
月
二
日
。
前
田
利
家
越
中
よ
り
、
能
登
奥
郡
の
竹

村

源
三
等

に
、

警
戒
を
慨
る
こ
と
勿
ら
し
む
。

天

正

十

年

共
分
一候
哉
。
共
表
芥
之
依
.
御
油
断
有
問
敷
候
。
恐
k

諒一言。

(
天
正
十
年
}

三
月
廿

四

日

利

家

在

判

主
主
宙
開
安
勝
)

前

叉

左

五

郎

兵

衛

尉

股

利

家

は
、
鷺
森
田
記
に
月
朔
日
山
内
の
一
挟
鋲
定
せ
ら
れ
、
後

毛
の
数
百
人
が
雌
刑
に
蕗
せ
ら
れ
た
り
と
記
す
る
事
置
に
相

官
す
ベ
〈
、
来
し
て
然
ら
ば
勝
利
は
却
h
y
て
柴
聞
方
に
在
り

普

徳

寺

〈
柴
田
が
山
内
に
出
動
し
て
数
千
を
討
取
ら
れ
た
り
と
い
ふ

一言。

(
天
正
十
年
d

卯

月

八
日

〔
上
杉
〕

景

勝

在

判

【
善
徳
寺
文
書
〕

越
中

戸
仰
山
家
)

飛
脚
到
来
得
=
其
意
一
候
。
仇
而
先
達
柴
閉
山
内
相
動
候
慮
、
及
-
-
防
戦
一

(
新
川
部
)

数
千
討
取
之
由
心
地
能
候
。
，
次
彼
徒
越
中
表
相
動
候
。
魚
津
・松
倉

(
磁
波
郡
)

如
何
=
も
堅
固
申
付
之
問
、
可
=
心
安
一候
。
然
者
門
跡
至
=子
五
ケ
山

謹
一
御
下
向
之
由
候
。
幸
之
儀
候
問
.
任
=粂
日
之
首
尾
-闘
中
相
催
、

可
ν
被
v

揚
=
放
火
一
事
肝
要
候
。
許
証

hf
者
不
ν
可
ν
撚
候
。
越
中
・
能
州

共
闘
御
門
徒
中
於
=
殻
向
一
者
、
蛍
閣
議
合
.
今
般
凶
徒
之
根
切
可
v

成

之
僚
、
有
-一其
心
得
一
刻
片
時
茂
早
々
被
v
揚
=
火
先
一元
候
。
恐
k

謀

七
二
ハ

軍
の
加
賀
山
内
に
敗
れ
七
り
と
の
風
閉
め
る
を
蹴
し
、

そ
の
越
中
に
侵
入
す
る
を
防
戦
せ
し
む
。
一
七
三
四




